
飯綱町立飯綱中学校 学校だより 令和 2年 10 月 15日 No.9

～飯綱山こそ われらが希望～
飯綱中学校相談メール iichu-soudan@edu.town.iizuna.nagano.jp

第51回飯綱校祭 「輝きの正体」をもとめて
１０月２日（金），３日（土）に飯綱校祭が開催されました。今年度は校祭テーマを「万里一空 ～一人ひと

りが光輝けるように～ 」とし，生徒会，各教科，各学年・学級，部活動・クラブ活動で準備を進め，当日を

迎えました。今年度は新型コロナウイルス感染症予防のため，発表場所や公開の仕方等に制限を設けた中での

開催となりました。しかし，校祭テーマの実現を目指し，様々な場面で「一人ひとりが光輝ける」ための工夫

が見られた２日間の飯綱校祭でした。

開祭式では，校祭ポスター，校祭パンフレッ

トの表紙絵を描いた清水緑里さんに感謝状が

贈られました。また，全校生徒が制作に関わっ

たしぼり染めが披露され，仕上げを担当した

美術クラブにも感謝状が贈られました。そし

て，各クラスの代表生徒が校祭に向けたクラ

スの意気込みを発表し，生徒会長・藤澤至恩さ

んの開祭宣言により，第５１回飯綱校祭の幕

が切って下ろされました。

開祭宣言をする藤澤

至恩さんと全校で制

作したしぼり染め

各クラスの意気込み発表

開祭宣言のあと，充実した内容の意見文発表会が続きます。

１年生の渋澤晴花さん，丸山信武さん，２年生の渋沢穂香さん，

清水瑚太朗さん，３年生の小池桃香さん，山﨑樹さんの計６名

の生徒が意見文を発表しました。

成人年齢の引き下げについて考えた山﨑樹さんは，「成人年

齢の引き下げは，選挙権を得る１８歳を含めた有権者全体の意

識改革につながる。だから，私たち若い世代にとって，日本の

未来や政治について主体的に考えて判断し，自分たちの声を政

治に届ける大きなチャンスになる。」と述べました。

発表した６人の生徒だけでなく，発表者に目を向け，一生懸

命に聴いて，自分の感想を記入する全校生徒の姿も印象に残り

ました。

生徒会企画「飯中ギネス」

生徒会が企画した「飯中ギネス」では，絵を

描くことが得意な生徒が光輝けるために，「シ

ークレット」というゲームが用意されていま

した。また，教室で生徒同士の会話が増えてほ

しいという願いを込めて「以心伝心ゲーム」と

いうゲームもありました。「クラスで面白い人

といえば？」というお題では，出場者全員の名

前が一致していたクラスもありました。この

ように，生徒会の企画にも，「一人ひとりが光

輝ける」工夫がありました。

意見文発表会と運動会の様子

清水緑里さんへの感謝状贈呈
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「万里一空」（世界は 1つの空のもとにある）みんなの心を光輝かせたいという願いを込めて空に放った風船

吹奏楽部の発表は，体育館の密集を避けるため，入

場人数を制限して１日目，２日目の２日間に分けて行

われました。３年生にとっては，今年度，最初で最後

の演奏の場。この日のために，練習の内容や方法が制

限される中で準備を進めてきました。生徒の感想記入

用紙に，「演奏と演出がすごく，まるで劇を見ている

ようだった」（２年生男子），「手拍子をしたり，風船

をもらったり，自分たちも楽しめる発表だった」（２

年生女子）と記されているように，聴いている人も光

り輝かせるような素敵な発表でした。

そして音楽会。各クラスの歌声の響きと美しさを認め

合い，共に感動し合えたひと時でした。振り返ってみる

と２学期の始まりから毎日のように，どのクラスから

も，そして校内の様々な場所から，歌声が聞こえてきま

した。学校中に歌声が響き，音楽会一色の雰囲気でした。

そして，校祭が終わった今も各教室から歌声が聴こえ，

光輝いています。

３年生は，１，２年生のために校歌合唱も披露してく

れました。ありがとうございました。


